
◆令和６年度の活用状況（使途内訳）

姶良市 意向調査の準備作業
森林経営管
理事業

91 0 91 0 森林調査用機器の整備
森林現地確認用
タブレットPC端末一式

姶良市 意向調査
森林経営管
理事業

141 0 141 0
森林経営管理法に基づく意向調査
や集積計画作成等に係る事務費

消耗品等

姶良市 意向調査
森林経営管
理事業

1,901 0 1,901 0
森林経営管理法に基づく森林の現
況調査を民間事業者に委託

森林の現況調査実施
62筆12.92ha

姶良市 意向調査
森林経営管
理事業

65 0 65 0
森林経営管理法に基づく森林所有
者への意向調査等に係る通信運搬
費及び複写機使用料

意向調査実施
面積：43.87ha

姶良市 私有林整備
森林経営管
理事業

4,675 4,675 0
市が経営管理権を取得した私有林
における支障木伐採による整備

蒲生地区0.035ha

姶良市 私有林整備
森林経営管
理事業

1,634 0 1,634 0
竹林整備の支援のため、竹の買取
事業者への補助、侵入竹対策の効
果実証に取り組む事業者への補助

竹材買取478.65kg
侵入竹対策として100㎡・
46本の「1m刈り」

姶良市 担い手確保
森林経営管
理事業

420 0 420 0
担い手の定住化促進のため認定事
業体が負担する担い手の借家家賃
に対して一部助成

７名分

姶良市 林業就業者の育成
森林経営管
理事業

133 0 133 0
作業現場における健康管理や安全
管理に必要な設備等の整備に要す
る経費の一部助成

２事業体に交付

姶良市 林業就業者の育成
森林経営管
理事業

140 0 140 0
多様な林業作業に対応し得る高度
な知識と技術を習得するための研
修経費の一部助成

林業技能士　３名

姶良市 林業就業者の育成
森林経営管
理事業

5,225 0 5,225 0

間伐、再造林等による森林整備の
促進に加え、地域の課題であるシ
カ食害を予防する措置を講じた者
に対する交付金を交付

５事業体に交付

姶良市 林業就業者の育成
森林経営管
理事業

6,942 0 6,942 0
再造林や下刈、間伐、鹿ネット設
置・点検・修繕等に対する経費の
一部助成

再造林　　22.19ha
下刈促進　70.21ha
間伐　　　40.03ha
鹿ネット　26,837m

姶良市 専門員の雇用
森林経営管
理事業

4,946 0 4,946 0

森林経営管理制度全般の業務を行
う林政アドバイザー及び伐採届巡
視や再造林推進業務を行う森林専
門員の雇用

林政アドバイザー：１名
森林専門員：１名

姶良市 木材利用・普及啓発
森林経営管
理事業

198 0 198 0

かごしまCO2吸収量等認証制度実施
要綱に基づくCO2固定認証量を受け
た者が木製品・LED照明など購入し
た場合に交付金を交付

５件交付

姶良市 木材利用・普及啓発
森林経営管
理事業

212 0 212 0
庁舎建設（加治木支所）に伴う什
器等の木質化

衝立６台、ベンチ８脚

姶良市 木材利用・普及啓発
森林経営管
理事業

1,671 0 1,671 0
加治木図書館の整備に伴う、子ど
もブースに設置する書架等の木質
化

サービスカウンター１台
児童用閲覧テーブル２台

姶良市 木材利用・普及啓発
森林経営管
理事業

4,670 0 4,670 0
市内小学校（１校）のカバン棚・
掃除棚等の木質化

1.3 の地元産材を活用

姶良市 木材利用・普及啓発
森林経営管
理事業

2,421 0 2,421 0

幼稚園、保育所等児童施設への木
製玩具購入費、木育インストラク
ターによる児童施設での木育イベ
ント開催に係る経費

保育所・幼稚園等の施設へ
の木製玩具の購入（21施
設）
木育インストラクターの派
遣（４名・24施設）

姶良市
基金積立

（森林整備等）
森林経営管
理事業

54,018 53,951 0 67
今後実施予定の市自らによる森林
整備（市町村森林経営管理事業）
に充当するための積立

小計 89,503 53,951 35,485 67

◆活用状況（全体像）

計
令和６年度末
時点の活用率

111,175,341

213,239,000

◆今後の活用計画

①森林経営管理制度に伴う意向調査業務や、市町村森林経営管理事業における森林整備、林業の担い手確保・育成に資する各種補助事業

②市内公共建築物等における姶良市産材を中心とした木材の活用

③令和７年４月に本市に開校した「かごしま林業大学校」の研修生及び修了生に対する各種支援事業

④森林整備に必要な林道の補修・維持管理に関する事業

活用額（円） 75,690,555 35,484,786
52%

下記に記載の事業を中心に活用し、本市における森林の公益的機能
の維持増進や、次世代の林業の担い手の確保・育成を図る。

譲与額（円） 159,288,000 53,951,000

・税で導入したタブレットPCにより隣
接森林との境界を確認するなど市経営
管理事業の準備作業を行った。

・加治木町西別府・辺川地区の
951.79haの山林について、所有者の経
営管理の意向を把握することにより、
次年度以降の集積計画、森林経営管理
事業に向けての情報を収集した。

・森林整備を担う認定林業事業体に対
して、健康管理や安全確保に必要な物
品の取得や担い手の借家家賃の助成を
行い、現場技術者の確保・育成を図っ
た。

・市民のかごしま材を利用した木造住
宅建築により44ｔの二酸化炭素を固
定。その取組に対して交付金を交付し
た。

・本市加治木支所新庁舎建設に伴い、
庁舎内の什器の木質化を行ったほか、
支所内の加治木図書館の整備にも県産
材を活用するなど、地元産材の木材に
ついてその存在・品質を来庁者に向け
て周知した。

・森林の大切さやその役割への理解を
深めるため、市内の子育て支援施設を
対象に木製玩具の給付、木育インスト
ラクターによる活動を行った。

・税の残額は今後実施予定の森林整
備、人材育成・確保の拡充及び木材の
利用に使用するため基金に積み立て
た。

区分
令和元年度～
令和５年度

令和６年度 未執行額の活用方針

鹿児島県姶良市における森林環境譲与税の活用について

市町村名 事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容 実績 税導入の効果(総括)
(A)+(B)+(C)

(A)うち令和６年
度の森林環境譲
与税（千円）

(B)うち基金取崩
額（千円）

(C)うち他の財源（千
円）



姶良市の森林は、戦後造林された人工林が利用期を迎えており、この豊富な森林資源を「伐って、使って、植える」という形で循環利
用を推進し、森林の多面的な機能の継続的な発揮を図り、近年高まっているＳＤＧｓの機運に応えていくことが重要である。更に、国、
県は２０５０年にカーボンニュートラルの実現に向けての取組を始めており、市においても地球温暖化対策を積極的に推進していくた
め、二酸化炭素排出量の削減に加え、二酸化炭素吸収量を確保するための間伐、再造林等による森林整備の促進が強く求められている。
森林資源の循環利用を促進するためには、伐採後の植栽（再造林）が極めて重要であるが、姶良市では伐採後の再造林率の低位が課題
となっている。
姶良市においては労働力不足が主な要因と考え、就業者の受け皿となる林業事業体が行う雇用管理の改善や事業の合理化に資する費用
を支援するための取組を令和４年度から実施している。

□ 事業内容
林業事業体（認定林業事業体・意欲と能力のある林業経営者）が行う
間伐・再造林等の森林吸収源対策に寄与する姶良市内の民有林におけ
る森林整備をポイント化し、そのポイントに応じた交付金を支給する
ことで林業事業体が行う経営改善を支援するもの。
交付金の交付対象となる事業は、鹿児島県から次のいずれかの事業に
関する補助金の交付の決定及び確定の通知があったものとしている。
• 造林補助事業
• 非公共間伐事業
•

•

【事 業 費】7,000千円（全額譲与税）
【実 績】５事業体に対し5,225千円の交付金を交付

姶良市森林資源循環利用促進交付金事業 人材育成・確保

交付対象ポイント算定表
（市要綱から抜粋）

□ 工夫・留意した点
・交付対象ポイントの算定表は別表のとおり。事業区分に応じて、どの程
度二酸化炭素の固定量があるか検討し、ポイントを設定した。
・間伐Ａ・Ｂについても二酸化炭素の固定量で差別化を図るため、林齢を
基準として45年生以下をＡ、46年生以上をＢとしてポイントに差をつけた。
・補助金申請等を行う事業体以外にも、請負により作業を行う事業体もあ
ることから、作業区分に応じて請負事業者にもポイントを付与する制度と
した。

□ 取組の効果
・交付を受けている事業体それぞれが、事業体の現状に応じてヘ
ルメットや空調服を始めとした従業員の雇用管理の改善に資する
物品の購入や、チェーンソーや刈払機の購入など事業の合理化に
資する備品の購入に充てるなど、事業体の労働環境の改善に効果
が発揮されている。

従業員の労働環境改善の
ために事業体が導入した
高性能ヘルメット


